


 

 

骨粗鬆症性脊椎圧迫骨折の簡便な診断法と 

３Dデジタル技術を用いた新しいコルセットのご紹介 

 

 

整形外科副部長 久保田 健介 

脊椎椎体骨折は骨粗鬆症関連骨折の中で最も頻度が高く、整形外科以外の診療科でも遭

遇する機会が多い病態です。骨粗鬆症椎体骨折の骨癒合は必ずしも良好とは言えず、偽関

節（骨折部が癒合せず、関節のように動いている状態）の発生頻度は10％台との報告もあ

ります。偽関節の結果、胸腰背部痛が遷延したり、椎体圧潰のため遅発性神経麻痺を呈す

る症例もあり、複数回に及ぶ手術が必要になることもあります。 

椎体骨折の診断は、腰椎単純レントゲン側面像での椎体の楔状変形が一般的ですが、骨

折早期にははっきりしないことがあります。MRIによるT1強調画像での低信号、short T1 

inversion recovery(STIR)像・脂肪抑制T2強調像での高信号は、新鮮骨折をいち早く見つ

けることのできる極めて有用なツールですが、MRIは手軽に撮影できる検査ではありません。

椎体骨折患者の診療では、治療を要する骨折（骨折部が不安定：新鮮骨折、偽関節）か治

療を必要としない骨折（骨折部が癒合し安定：陳旧性骨折）かをできるだけ早期に判断す

ることが重要です。そこで、迅速かつ簡便に、単純レントゲンで治療を要する骨折かを診

断できる有用な方法を紹介させていただきます。座位および仰臥位側面像を撮影して椎体

高を比較（下図）していただくと、一般的な動態撮影（側臥位の屈曲と伸展）では診断が

つきにくい不安定型の骨折も診断できます。今後、骨粗鬆症性椎体骨折を疑う患者さんを

診療される際にお役立ていただけますと幸いです。 

                               

                        

 

 

 

 

 

      仰臥位       座位 

座位をとり荷重がかかると 

仰臥位と比較し、椎体前方 

が圧壊している。 

 

 

新鮮椎体骨折の治療は装具療法が第一選択になりますが、高いお金を払って作成したコ

ルセットが身体にフィットせず、局所に痛みを生じてしまうため、放置されている場合も

少なくありません。また固定効果がないほど緩めて使用している患者さんも散見されます。

コルセットが短すぎると十分に固定できませんし、逆に長すぎると体動し辛くなりコルセ

ット装着率を下げてしまいます。コルセットは、義肢装具士が、患者さんの体表から骨の

位置を推定しながら、職人気質に採型を行い作成されています。自らが作成した製品に関

して、フィードバックを得る機会が少ない義肢装具士の経験のみに品質が依存している点

が、前述したコルセットの問題点の原因と言えます。 

 



 

 

そこで、当院では平成29年度より福

岡県から助成をいただき、九州大学シ

ステム情報科学研究院、株式会社有薗

製作所とともに「つけ心地が良く、ず

れにくく、必要十分な範囲を固定でき

るコルセット」の開発に取り組んでい

ます。新しいコルセットは、患者さん

のCT画像から、脊椎と同時に体表の正

確な3次元データを取得し、骨折の状

態を確認しながら、必要十分な長さの

コルセットをコンピュータで設計し、

3Dプリンタで造形しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに30名以上の患者さんに３Dプリンタでコルセットを作成しましたが、既存の軟

性コルセットよりも良好な装着感と固定性を有していました（西日本脊椎研究会 2019）。

感染部の安静が重要となる化膿性脊椎炎や、高度な脊柱変形患者さんにも作成しています

が、身体へのフィット感が高く、既存の硬性コルセットや体幹ギプス以上の安定感（守ら

れている感じ）があるとの声をいただいています。必要以上に長いコルセットにならない

ため、体動しやすいことも特長といえます。局所の圧痛を訴える患者さんはほぼおられず、

コルセットと身体の間にタオルを入れて除圧する必要もありません。腰曲がりの強い患者

さんには、突出した棘突起をかわすようにデザインすることもでき、褥瘡の発生も予防で

きます。夏場は、汗をかいてしまうことが、コルセット装着率低下の一因になりますが、

コルセットに複数の穴を開けたり、通気性の良い内張りを採用することで熱のこもりを軽

減させています。内張りが洗い替えできることも、患者さんからの高い評価につながって

います。 

日本の過疎地では整形外科医や義肢装具士が

不在で、長期間適切な治療を受けらず苦しんでお

られる椎体骨折患者さんが少なからずいらっし

ゃると思います。そのような地域にもCTが設置

されている可能性は高く、今回ご紹介したシステ

ムを用いれば、数日以内にコルセットを届けるこ

とができます。今後も改良を重ね、遠隔地にも治

療効果の高い装具を素早く届けることができる

よう取り組んで参りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後になりますが、骨粗鬆症性椎体骨折患者の治療は脊椎外科医にとっても非常に難し

いものです。椎体骨折患者の治療でお困りのことがありましたら、お気軽にご相談いただ

けますと幸いです。脊椎脊髄専門病院として、保存治療から手術まで、最適な先進的治療

を提供させていただきます。 

 

 












